
                
 

    

九
月
十
一
日
（
日
）
夕
鶴
の
里

友
の
会
（
伊
藤
進
司
会
長
）
主
催

の
第

十

九

回

民

話

の
「
語

り
駅

伝
」
が
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年

度
に
引
き
続
き
入
館
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
指
の
消
毒
、
換
気
な

ど
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て

行
う
と
と
も
に
入
場
者
を
百
名

以
内
に
し
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
に
は
今
年
の
語
り
部

養

成

講

座
の
受

講

生
も
お
り
、

養
成
講
座
の
時
よ
り
も
上
達
し

た
語
り
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。 

 

                                      

 
 
 

                                        

   

 

第
十
九
回
民
話
の
語
り
駅
伝

の
模
様
が
N

C

V
さ
ん
で
放
映

さ
れ
ま
す
。 

 
   

十
月 

七 

日
（
金
） 

十
月
二
十
一
日
（
金
） 

 

十
月 

七 

日
（
金
） 

十
月
二
十
一
日
（
金
） 

 

十
月 

九 

日
（
日
） 

 
       

十
月 

十
四
日
（
金
） 

十
月
二
十
八
日
（
金
） 

 

十
月 

十
四
日
（
金
） 

十
月
二
十
八
日
（
金
） 

 

十
月
二
十
三
日
（
日
） 

 
  

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

 

 

民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

放
映
予
定 

今年は戸田節子 さんが「紅 花 の

羽衣」を語り終えゴールしました。  

復
路 

髙野淳子さん  

「貧乏神と福の神」  

朗読劇  

「嘉平とカラス」  

往
路 

稲田花凜さん  

「白竜湖の琴の音」  

竹内浩子さん  

「三人の友達」  

九
時
三
〇
分
～ 

 

十
四
時
～ 

 二
十
二
時
～ 

復

路  

往

路  

九
時
三
〇
分
～ 

 

十
四
時
～ 

 二
十
二
時
～ 



 

      

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
為
、
二
年
間
中
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
民
話
ま
つ
り
が
三
年
ぶ

り
に
よ
う
や
く
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

今
年
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
百
名

を
順
守
し
、
感
染
防
止
対
策
を

行
い
、
午
前
の
部
・
午
後
の
部
と

二
部
制
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。 

来
場
者
は
午
前
の
部
と
午
後

の
部
合
せ
て
二
百
名
で
久
し
ぶ
り

に
語
り
部
ホ
ー
ル
が
お
客
様
で
埋

ま
り
ま
し
た
。 

             

第
一
部
は
民
話
会
ゆ
う
づ
る

会

員

の
語

り
で
、
佐

々
木

恵

子

さ
ん
は
『
屁
た
れ
嫁
ご
』
、
髙
橋
大

吉
さ
ん
は
『
善
根
の
功
徳
』
を
語

り
ま
し
た
。
語
り
の
最
中
に
笑
い

が
起

き
る
な
ど
和

や
か
な
雰

囲

気
で
民
話
ま
つ
り
は
始
ま
り
ま
し

た
。 

                     

  

第
二
部
は
司
会
の
大
竹
和
子

さ
ん
の
「
多
勢
さ
ー
ん
お
か
え
り

な
さ
ー
い
」
の
掛
け
声
と
共
に
島

根
の
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
多
勢
久

美
子
さ
ん
の
語
り
＆
ト
ー
ク
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

          

川
合
久
男
さ
ん
や
武
田
正
先

生
と
の
出
会
い
や
日
本
神
話
な

ど
を
交
え
た
語
り
＆
ト
ー
ク
で
会

場

は
「
笑
い
と
涙

」
の
世

界
に
包

ま
れ
ま
し
た
。 

  

 

    

     

三
年
振
り
の
待
ち
に
待
っ
た
民

話
ま
つ
り
は
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。 

    

松
ぼ
っ
く
り
で 

飾
り
を
作
ろ
う 

 

九

月

二

十

四

日

（
土

）
に
夕

鶴
の
里
昔
の
あ
そ
び
「
松
ぼ
っ
く

り
で
飾
り
を
作
ろ
う
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

松
ぼ
っ
く
り
に
様
々
な
折
っ
た

布
を
詰
め
て
い
き
、
綺
麗
な
飾
り

が
で
き
ま
し
た
。 

               

次

回

の
昔

の
あ
そ
び
は
十

一

月
十
九
日
（
土
）
「
「
押
し
花
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
で
す
。
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

昔
の
あ
そ
び 

会場は大いに盛り上がりました。 

佐々木恵子さん  

『屁たれ嫁ご』  

髙橋大吉さん  

『善根の功徳』 

『鶴の恩返し』を語り

ながら登場。  

多勢さんありがとうござ

いました！  


